
神奈川県における旧石器時代の遺物分布（その 7)

B2層（まとめ）

旧石器時代研究プロジェクトチーム

はじめに

当プロジェクトでは、2007年度から「神奈川県における旧石器時代の遺物分布」として資料集成に着手し、

これまでに上層から順にLlS層からL2層までの出士石器群を対象として、その分布状態の集成を行ってきた。

これまでにLlS層～LlH層、 Bl層からL2層とある程度層準を区切ってそれぞれの層ごとに集成結果から見出

される特筆すべき点の抽出を行っている。昨年度からは、さらに下層であるB2層出士の遺物を対象とした集

成を開始し、この 2ヶ年で既刊の発掘調査報告書より 256ヶ所の追物集中を集成した。

今年度はB2層の最終年度として、昨年度掲載し得なかった集成の残り 105ヶ所の一覧を掲載するとともに、

B2層は堆積が厚いため、集成した石器群を出士層位からJ:::下に区分し、各々について「器種組成」・「石材組

成」・「石器集中と遺構分布」の視点からその様相をまとめた。 （三瓶）

1. B2層上部の石器集中

a)石器集中の器種組成

検討資料を柚出するにあたり、層位的位置づけの不明確な資料を除外し、また石器数4点以下の事例を除

外した。また、分布や接合関係からまとまる石器集中は 1つにまとめて集計した。その結果、 81の石器集中、

45組の石器群が抽出された。その上で簡潔に比較するため、石器組成を狩猟具、加工具（精製）、加工具（粗製）、

礫塊石器、剥片、石核の 6つのカテゴリーに分けて集計した（第 1表）。

「狩猟具」には角錐状石器、ナイフ形石器、尖頭器を含めた。このうち間題となるのは尖頭器である。上

和田城山遣跡第W文化層では尖頭器3点の出士が報告されているが、 2点は角錐状石器に再分類されており、

1点は単独出上で本来はより新しい時期に属する可能性が高い。南葛野遺跡第11文化層の尖頭器は石器集中

付近からの出土だが出土層位が他の石器より上層で、共伴しない可能性がある。栗原中丸遺跡第VI文化層の

「尖頭器様石器」はナイフ形石器に分類してよいと見られる。したがって集計に取り上げた中で尖頭器の出

土例として残るのは高座渋谷団地内遺跡第v文化層の事例のみとなる。

「加工具（精製）」には掻器、削器、錐形石器、彫器を含めた。このうち、錐形石器、彫器はごく僅か見ら

り、掻器・削堺類がこのカテゴリーの大半を占め
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第 1表 B2層上部出士石器群の石器組成

加 加

文 は
工 工
旦 石

遺跡名 化 集中部 具 具 胃 届 胃暦 具 g ＾ ヽ ＾ 旦`̀-ノ
石
器

代官山 VI A-H 21 5 14 

゜
398 15 453 

用田南原 VI 1 10 7 

゜
2 274 3 296 

高座渋谷団池 V 2, 3, 5, 8, 9, 10, 13 23 6 17 

゜
213 19 278 

南葱野

＂ 
第12号拡張区(Sl-5) 26 13 8 

゜
134 

゜
181 

橋本 w ， 10 
゜゜

138 11 168 

南葱野 II 第11号拡張区(S1• 2) 7 ， 3 2 134 8 163 

柏ヶ谷長ヲサ VI 1, 2 10 5 2 2 128 4 151 

吉岡x V 3 5 3 

゜゜
85 

゜
93 

高座渋谷団地 V 1, 4 14 1 2 

゜
70 

゜
87 

南惹野 II 第2号拡張区(S1)

゜
1 

゜゜
78 2 81 

吉岡D区 B2 2 10 l 11 

゜
53 

゜
75 

南鍛冶山 0501 2 l 1 1 53 2 60 

川尻 V 1-4 3 3 1 14 27 1 49 

月見野上野第1地点 VIII 1 4 

゜゜゜
39 

゜
43 

用田南原 VI 2 7 2 

゜
1 27 2 39 

南慈野 II 第15号拡張区(S1) 1 1 3 1 27 2 35 

栗原中丸 VI 1 7 

゜
2 1 21 

゜
31 

高座渋谷団地 V 6 3 

゜
3 

゜
22 1 29 

尚座渋谷団地 V 7 5 1 

゜゜
21 1 28 

代官山 VI I 

゜゜゜゜
24 

゜
24 

高座渋谷団地 V 1 1 2 1 

゜゜
17 3 23 

神明若宮地区内C地区 III 1 6 

゜゜゜
15 2 23 

神明若宮地区内C地区 III 2 3 

゜゜゜
20 

゜
23 

代官山 VI L-N 3 1 4 

゜
13 

゜
21 

代官山 VI J-K 

゜
2 

゜゜
15 2 19 

代官山 VI O-Q 3 1 

゜
2 ， 4 19 

根下 I 1 1 2 

゜゜
14 

゜
17 

上和田城山 w C • D-3グリッド 1 

゜゜
2 10 4 17 

用田大河内（第6次） VI 2, 6 

゜゜
1 4 10 1 16 

用田大河内（第6次） VI 5 1 3 

゜゜
7 2 13 

南葛野 II 第13号拡張区B

゜゜゜゜
， 1 10 

上草柳遺跡群大和配水池内 vm 2 2 

゜
1 

゜
7 

゜
10 

南慈野 II 第13号拡張区c

゜゜
1 

゜
7 

゜
8 

上草柳遺跡群大和配水池内 VIH 5 1 1 

゜゜
5 1 8 

南鍛冶山 0502 

゜゜゜゜
5 2 7 

蘭座渋谷団地 V 12 3 

゜
1 

゜
3 

゜
7 

上草柳遺跡群 大和配水池内 VIII 1 

゜
1 1 

゜
5 

゜
7 

代官山 VI X 1 1 

゜゜
4 

゜
6 

南鍛冶山 0701 

゜゜゜゜
5 

゜
5 

代官山 VI u 

゜゜゜゜
5 

゜
5 

代官山 VI w 

゜゜゜゜
5 

゜
5 

寺尾 V 1 1 

゜゜゜
2 2 5 

本入こざっ原 w 1 2 

゜
1 

゜
2 

゜
5 

上草柳遺跡群大和配水池内 vm 3 1 

゜゜゜
4 

゜
5 

上草柳遺跡群大和配水池内 vm 4 1 

゜゜゜
4 

゜
5 

が少ない小規模な石器群でも狩猟具・加丁具を 1点以上伴う事例が多いため、石器点数に占めるトゥールの
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頁岩192点（8%）、ガラス質黒色安山岩41点（玄武岩197点を含む238点とすると10.1%）ともに 1割程度の組

成率となる。数値的には黒曜石が突出して用いられていたことが分かる。ただ、石材名は、昨今やや改変さ

れているものもあるが、今回提示のデータは、報告書データを基としているため、これまでの報告書データ

を現状での判断基準により再考する必要があることを断わっておく。しかしながら、黒曜石とそれ以外とい

うことの、判断基準には変化は無いと考えられるため、 B2層上部では、黒曜石が最も多用されていたという

事実に変わりはないと考えられよう。黒曜石以外の石材については、その組成に目立った特徴は見いだされ

ないが、前述のとおり、今回対象とした石器群以外も含め、一度再考の必要があろう。

黒曜石について、今回対象とした遺跡のうち 5遺跡で産地同定分析を実施しており、その結果が報告載内

に記載されている。これらを第2表にまとめた。表を見ても分かるとおり、多くが伊豆・箱根系の黒曜石と

いう分析結果が得られており、伊豆・箱根系の中でも畑宿系が群を抜いていることが分かる。今回の対象が

5遺跡と少なく、絶対的なこの時期の傾向とするには、まだ資料不足は否めないが、今後の資料・情報増加

とともに詳細な傾向が見えてくるものと思われる。

現時点での B2層上部の石器群における石材利用の特徴としては、伊豆・箱根系の中でも畑宿系の黒曜石

が主体をなして利用されており、これら以外には、在地系石材である凝灰岩系の石材や、安山岩やガラス質

黒色安山岩などの石材により石材供給を補っている様子が看取されよう。 （大塚）

第2表 B2層上部出士黒曜石の産地同定結果

遺跡名 文化層 判定点数
伊豆・箱根系

畑宿系 （箱根） 柏峠系 鍛冶屋系 上多賀系 （伊豆）

柏ヶ谷長ヲサ VI 134 131 2 

上士棚南6次 I • II 332 258 16 8 8 

南鹿野 II 83 20 36 

代官山 VI ． 
橋本 w ． 

信州系 北関東

（信州）
和田峠・ 西霧ヶ 男女倉 冷山・

高原山系
鷹山系 峰系 系m 麦草峠系

●点数は不明 1 

カッコつきの産地は地域の判別のみ 1 1 7 32 1 

8 ． 
c)石器集中と遺構分布

分布範囲（規模）が数値化された石器集中のうちで礫群を伴う石器集中は、川尻VNo.1 • 3等、 2.5mの分

布範囲以上で概ね伴う傾向にあることが指摘され（南鍛冶山0701では「備考」では伴う遺構が記載されてい

ないが、「器種組成」で「礫55」は本来礫群と推定されるため、ここではその石器集中を礫群を伴う石器集

中として扱う）、炭化物集中（木炭集中）を伴う石器集中は、上和田城山W等、 3.2mの分布範囲以上で概ね伴

う傾向にあることが指摘される また礫群を伴う右器集中は、炭化物集中（木炭集中）を伴う石器集中よりも

し あ

山0701
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中よりも分布密度が高いという傾向が指摘される。また分布密度が南鍛冶山0502の44.4や南鍛冶山0701の

7.89の高い石器集中でも遺構を伴わない石器集中もあることが確認される。分布状態が捉えられた石器集中

のうちで礫群を伴う石器集中は橋本Vの「散漫」と）l|尻VNo.1の「集中」で、炭化物集中（木炭集中）を伴う

石器集中は南鍛冶山0501の「北寄りに密集」であることが確認された。 3石器集中しか分布状態が捉えられ

なかったが、礫群を伴う石器集中と炭化物集中（木炭集中）を伴う石器集中では炭化物集中（木炭集中）を伴う

石器集中のほうが「密集」した部分が見いだされる石器集中である可能性が考えられる。

器種組成が明らかにされた石器集中のうちで礫群を伴う石器集中は代官山VINo.Kの剥片と石核等、炭化物

集中（木炭集中）を伴う石器集中も南鍛冶山0503の剥片と礫器等のように 2種類以上の器種により構成される

石器集中であることが確認される一方、遺構を伴わない石器集中は川尻VNo.6の剥片や代官山VINo.T等、単

独の種類でしか構成されない石器集中もあることが確認される。個別の器種のうちでナイフ形石器を伴う石

器集中では橋本W、)11尻VNo.l • 3 • 4、代官山VNo.A・ G • N • 0 • Qで礫群（礫集中）を伴い、橋本W、南鍛

冶山0501で炭化物集中を伴うことが確認される。槍先形尖頭器を伴う石器集中では上和田城山Wで炭化物集

中（木炭集中）を伴うことが確認される。角錐状石器を伴う石器集中は根下 Iで礫群を伴うことが確認される。

掻器・削器・スクレイパー・彫器・加工痕ある剥片・使用痕ある剥片のいずれかを伴う石器集中では橋本w、

上和田城山W、)II尻VNo.1 • 2 • 3、根下 I、代官山VINo.A • G • J ・ L • M • N • 0 • P • Qで礫群（礫集中）を伴

い、橋本W、上和田城山W、南鍛冶山0501で炭化物集中（木炭集中）を伴う。石核を伴う石器集中では橋本W、

川尻VNo.1 • 2、代官山VINo.A • G • J ・ 0 • P • Qで礫群（礫集中）、上和田城山W、南鍛冶山0501で炭化物集

中（木炭集中）を伴うことが確認される。叩石（敲石・ハンマー）を伴う石器集中では川尻VNo.4、代官山VINo.P・

Qで礫群、上和田城山W、南鍛冶山0501で炭化物集中（木炭集中）を伴うことが確認される。以上、石器集中

における器種と遺構との関係を概観したが、何らかの傾向を指摘しがたいことが判明した。

石材組成が明らかにされた石器組成のうちで礫群かもしくは炭化物集中を伴う石器集中は、川尻VNo.1の

頁岩や代官山VINo.Gの黒曜石等を除くと 2種類以上の石材で構成されている石器集中が大半であるのに対し

て、遺構を伴わない石器集中は大半が 2種類以下の石材で構成されていることが明らかにされた。 （井関）

2. B2層下部の石器集中

a)石器集中の器種組成

対象とした遺跡と文化層は出士層位が「B2L」とされた栗原中丸VII、かしわ台駅前V、柏ヶ谷長ヲサVII・

Vlll・IX・X・XI、長堀南VI、上和田城山N・V、上草柳第 2地点II、福田札ノ辻VI、早川天神森W、地蔵坂、

大和配水池内1X、鷹見塚、菖蒲沢大谷III・ N、福田丙ニノ区、津久井城跡馬込地区の14遺跡20文化層88石器

らII

石である。この中からナイフ形石器、角錐状石器、尖頭器、崩石（状円礫）について、石器集中でのありかた

主たる石器と

がナイ

もナイフ形石器を組成するものとしないも
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フ形石器が含まれていない傾向がみられる。

ナイフ形石器とともに本層に特徴的な器種は、角錐状石器である。角錐状石器は、 B2層下部から上部にか

けて出士し、素材を縦に用い、形態も縦に長く、基部を作り出すような形態から、やや寸詰まりで基部が平

坦な形態へと変化する（亀田 1996)ことが指摘されている。これら角錐状石器は、非常に高い確率でナイフ

形石器と共伴している。ナイフ形石器と共伴しない事例は、長堀南VIのみである。同一文化層内での石器集

中における組成もまた興味深い。柏ヶ谷長ヲサVI[では 7ヶ所、同IXでは24ヶ所、 Xでは4ヶ所、津久井城跡

馬込地区4では 3ヶ所、菖蒲沢大谷mでは12ヶ所の石器集中が確認されているが、角錐状石器を組成する石

器集中は各文化層で 1~ 2ヶ所に過ぎない。組成するか、しないかで集団の違いや、石器集中での作業（機能）

の違いを示すかはわからないが、角錐状石器という石器の持つ特異性を示すものと考えられようか。

尖頭器は、柏ヶ谷長ヲサIXの 1ヶ所の石器集中から 2点出士している。これらを角錐状石器の範疇で捉え

る見解も有り、検討を要する。

磨石（状円礫）は、 B2層上部でも見られるが、 B2層下部が圧倒的に多い。出土した遺跡は、柏ヶ谷長ヲサ

VIIl. IX、早）1|天神森VI、菖蒲沢大谷m.wである。出士した遺跡は少ないが、文化層内ではある一定の石器

集中から出士がみられる。菖蒲沢大谷mでは半数の石器集中から出士がみられる。この石器は、ある範囲に

まとまって出上することが特徴である。このことに関して、ー地点にまとめて保管し、その場所で複数の人

間がまとめて使用したことが想定されている（加藤 1996）。さらに礫群との関連から、植物質食料等の加工

の用途を想定される（加藤前掲）ことから、限られた遺跡で、かつ限られた石器集中にのみ存在する石器と言

えるだろう。 （脇）

b)石器集中の石材組成

ここでは、 B2L層の主な石器群を中心に石器の使用石材を検討する。今回集成した遺跡において、その報

告にて明確にB2L層中から出上した石器群とされているものは、 14遺跡20文化層を数える。そして、単独出

土を含む石器集中は88ヶ所を数え、そのうち50点以上の石器が出士している石器集中地点は、柏ヶ谷長ヲサ

遺跡の第VII文化層 1 • 2、第VI[文化層 1 • 7、第IX文化層 2• 3、5~12、14~18、第X文化層 1 • 2ブロッ

クと上草柳第I1地点第2文化層のA、菖蒲沢大谷遺跡第rn文化層 5、第w文化層 2、幅田丙ニノ区遺跡第rn

文化層 lブロックの25ヶ所である。石器に使用されている石材をみると、黒曜石、硬質細粒凝灰岩、中粒凝

灰岩、チャート、頁岩、珪質頁岩、ホルンフェルス、安山岩、ガラス質黒色安山岩、流紋岩、結品片岩、鉄

石英、玄武岩と多種多様である。とりわけ硬質細粒凝灰岩と黒曜石の頻度が高く、黒曜石はこれら25ヶ所全

ての石器集中から出土している。なお、当概期88ヶ所の石器集中地点においても、実に80ヶ所(90%）におい

て黒曜石が出士している。因みに、相模野台地で石器の素材として最も多用され、相模）l|水系で入手可能な

さえ、 88ヶ所中46ヶ所とおよそ半数の頻度にとどまる。このことからも、

も

つ

してみたい。柏ヶ谷長ヲ

し、
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石器総点数2855点、石器集中24ブロックを数える。このうち黒曜石は1164点(40.7%）を数え、 1120点につい

て原産地同定がなされている。その結果55％が畑宿産、約44％が柏峠産とほぼ99％が伊豆・箱根系である。

他に和田峠系、霧ヶ峰系、蓼科系、神津島系、高原山系がごく少量みられるが、これらは「ナイフ形石器や

削器など製品として」搬入される事例が多いことが指摘されている（堤 1997)。黒曜石は24ブロック全てで

認められ、本文化層から出土した113点のナイフ形石器のうち62点が黒曜石製で占められ、その他のガラス

質黒色安山岩製26点や硬質細粒凝灰岩製23点と比較して倍以上と群を抜いている。石材全体に占める使用頻

度や主要器種への加工頻度からも当概期において黒曜石は中心的な石材と位置づけられ、その素材獲得のた

めの入手経路も伊豆・箱根系に偏っており、かなり保守的で限定的であった様子が窺える。 （畠中）

第3表 文化層別黒曜石原産地一覧

畑宿 柏峠 和田峠系 霧ヶ峰系 蓼科系 神津島1群 高原山1群

点数 重さ 点数 重さ 点数 重さ 点数 重さ 点数 重さ 点数 重さ 点数 重さ
（％） (g) （％） (g) （％） (g) （％） (g) （％） (g) （％） (g) （％） (g) 

第VII文化層
3 22. 46 175 443. 3 

1. 69% 4.82% 98. 31 % 95. 18% 

第VIII文化層
15 53. 45 69 96. 5 

17. 86% 31. 05% 82. 14% 68. 95% 

第lX文化層
616 2325 489 1739. 4 2 14 2 2. 9 1 4. 3 2 2. 08 8 30. 9 

55% 56. 45% 43. 66% 42. 23% 0.18% 0.34% 0. 18% 0.07% 0.09% 0. 10% 0.18% 0. 05% 0. 71% 0. 75% 

第X文化層
62 414. 1 58 294 

51. 67% 58. 48% 48. 33% 41. 52% 

4 44. 84 
第Xlb文化層

100% 100% 

合計 700 2859. 85 791 2573. 2 2 14 2 2. 9 1 4. 3 2 2. 08 8 30. 9 

46.5% 52. 5% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.5% 

＊望月明彦氏作成表一部改変

c)石器集中と遺構分布

B2層の下部は、層厚が極めて厚く、条件が良好な場所では、上・中・下の 3枚あるいはそれ以上に区分出

来る。よって、ここでは各報文に基づき、層位的に下位の遺跡の事例から順に各遺構を観察する。

まず下部～下底部付近から出上した石器群として、柏ヶ谷長ヲサXが上げられる。 4基のブロックがほぼ

東西方向に一直線に検出される。 1 • 2号ブロックは配石・礫群との明確な平面的重複関係が認めらるが、

3 • 4号ブロックは礫群・配石と近接した出士状態を呈する。但し、 1 • 2号ブロックは、共に遺物の分布

範囲を17Xllm• 20Xl2mと広く捉えているが、遺物の分布密度は0.45 • 0. 67と極めて小さい。礫群17基、

配石10基が検出され、 1 • 2号ブロックに礫群は 6基ずつ、配石は 1号に 1基、 2号に 4基が重複はしてい

るものの、礫群の構成礫数は 2~18点、配石は1または2点であり、礫群・配石の規模は比較的小さい。

富蒲沢大谷Wは、 B2L層下部から出上した石器群である。 4基発見されたブロックのうち、 2号ブロック

のみが遺物の分布密度が 5点代前半と高いものの、他の 3基は 1点代前半と低い。 2~4号ブロックは、

るものの、 1 ロック クと

認めら

土

が

出

と

り

出中

ロック 6
 
200~ 
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300点未満2箇所、 700点以上 1箇所である。これに礫群125基、配石61基が前述のブロックにほぼ重複して

検出される。礫群の規模は、 1 ~50点末満114基、 50~100点末満7基、 100~152点以下4基とこの段階にお

いても、数量的に最も多いのは 1~50点未満と構成礫数が少量のものであった。また、この中には、下底部

で1基しか検出出来なかった磨石状集石が、 8• 11 • 15 • 24号ブロックでも検出される。 11号ブロックでは、

ブロックの中央部で 3点の磨石状円礫の集中が確認されるが、他のブロックでは、分布の外縁部にその集中

が認められる。

上部の柏ヶ谷長ヲサVlIIは、規模的には1Xには及ばないものの、石器1121点がほぼ 7箇所のブロックに分か

れて出士している。本文化届からは、同時に礫群15基、配石 5基が検出され、各々 1基ずつはブロックとの

重複は認められなかったものの、他は全てブロックとの重複関係を有して検出されている。明確な磨石状集

石は確認出来ないものの、 1号ブロックでは、台石(1点）．磨石(2点）・大形剥片？が遺棄されたような状

態で、ブロックの外縁部より検出されている（配石 1）。また、その配石 1の周辺からは、集石ほど密集はし

ていないものの、ブロックの外縁部に沿って磨石4点が出土している。

津久井城跡馬込地区4では、 3箇所のブロックが検出されている。いずれのブロックにも礫群が伴う。ブ

ロック・礫群とも小規模であり、遺物分布密度はいずれも1.00未満である。礫群の構成礫数は、各々 10• 

31 • 3点と小規模である。 1号ブロックでは重複するが、 2 • 3号ブロックでは、いずれも石器分布の外縁

部に位置し、ブロック・礫群の平面分布は近接してはいるものの必ずしも重複はしていない。 （栗原）

おわりに

2012年度と今年度に集成を行った B2層の遺物分布は、合わせて39遺跡． 54文化層の石器集中256ヶ所を数

える。今回は、 B2層を上部と下部に分け、まとめとして集成結果をもとにそれぞれ石器集中の器種組成・石

材組成・遺構分布との関係について検討を行った。そこでは、器種組成と石材組成についての全体的な特徴

は、当然ながら以前(1993~1998年度）に検討を行った層位別（時期別）の石器群の様相と共通することが明ら

かにされたが、石器集中個別の特徴については十分明らかにすることはできなかった。特に、石材組成につ

いては、石器製作作業を行ったと推定される石器集中では使用した母岩の石材が多くを占めることになり、

石器集中を遺した集団の道具箱の石材組成とはかけ離れた内容を示していることも想定される。この点は、

器種組成についても程度の違いはあるものの同様と考えられる。また、遺構との関係については、当該期の

遣構は礫群と配石がみとめられ、多くは石器集中と重複して検出されている。そして柏ヶ谷長ヲサ遺跡IX.

X文化層のように、石器集中の規模が径10mをこえるものでは、出上石器も多く、複数の礫群と重複してい

る。これらの石器集中は、その範囲の捉え方の間題もあるが、石器の数量が100点以上、中には800点前後も

り、集中的に石堺製作作業を行った場所であることを示している。ま

ま れる
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当財団職員等による各時代のグループ研究は1993（平成 5)年度から行ってきたものであり、その歩みは当

財団の歴史と同じく 20年を迎えた。その中で、当プロジェクトでは、神奈川県内の旧石器時代遺跡に関する

基礎資料の集成・検討を継続して行ってきた。現在行っている遺物分布の集成・検討は、 2007年度以来7年

目になり、まだ L3層以下各層の集成・検討を残しているが、その遺跡数を考慮すると今回で大半の集成を

終えたことになる。今後は、 L3層以下各層の集成．検討とともに、これまでの集成・検討結果の総合とそれ

にもとづき神奈川県内の旧石器時代文化解明に向けた検討に取り組むことが課題となる。 （鈴木）
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第4表 B2層の遺物分布

出土 文化
調査 各 分布

石器 分布 分布 備考
No. 遺跡名 面積 集中 範囲 器種組成 石材組成

層位 層
（吋） No. (m) 

点数 密度 状態 （共伴遺構等）

ナ9、ス10、礫5、
黒156、珪岩7、粘

礫群13、炭化物集
55 橋本 B2U w 173 散漫

F127、Chll、核11
3、硬砂2、玄l、そ

中2
の他4

90 上和田城山 B2L V 7426 5. 2X4. 5 49 2. 09 
彫l、削1、楔？l、

珪頁、安、黒、チ
礫群？

石刃核l、核1 （被熱礫8点）

ナ3、槍3、彫1、石 頁、珪、黒、璃、
木炭集中l

90 上和田城山 B2U w 7426 3. 2 X 1. 7 24 4. 41 核石器l、削1、核 多安、緑珪頁、硬
石器小集中2

l、UFl、敲l 凝、粘、チ、凝

ナ10、核l、RF6、
黒243、凝2、安2、

109 代官山 B2U VI 18750 A 248 UF6、調Fl、F93、
珪頁1

礫集中1
C131 

109 代官山 B2U VI 18750 B 37 
ナl、彫l、RFl、

黒37
UF!、F23、C!O

109 代官山 B2U VI 18750 C 22 
掻1、調F2、Fll、

黒22
C8 

109 代官山 B2U VI 18750 D 22 ナ2、Fl3、C7 黒22

ナ2、掻1、核3、
109 代官山 B2U VI 18750 E 34 RFl、UF2、調Fl、 黒7、粘27

F14、C!O

109 代官山 B2U VI 18750 F 17 
ナ4、RFl、UF2、

黒14、粘l、珪頁2
F6、C4

109 代官山 B2U VI 18750 G 66 
ナ2、錐2、核l、

黒66 礫集中3
RF5、F44、C12

109 代官山 B2U VI 18750 H 7 F4、C3 黒l、粘6

109 代官山 B2U VI 18750 I 24 F15、C9 粘24

109 代官山 B2U VI 18750 J 7 掻2、核2、RFl、F2凝4、粘3 礫集中9

109 代官山 B2U VI 18750 K 6 F3、C3 チ5、凝l 礫集中12

109 代官山 B2U VI 18750 L 6 RFl、UFl、F4
黒2、凝l、チ1、粘

礫集中14
l、珪頁l

109 代官山 B2U VI 18750 M 7 RF2、F4、Cl 黒6、チl 礫集中13

109 代官山 B2U VI 18750 N 8 
ナ3、掻1、RFl、 凝2、チ2、粘3、珪

礫集中17
F2、Cl 頁l

109 代官山 B2U VI 18750 

゜
7 

ナl、核l、UF2、
黒4、凝2、粘l 礫集中18

Fl、調整Cl、Cl

109 代官山 B2U VI 18750 p 5 彫1、叩1、核2、Fl 黒3、粘1、砂1 礫集中20

109 代官山 B2U VI 18750 Q 7 
ナ2、叩l、核1、

黒4、チl、凝l、砂l礫集中22
UFl、F2

109 代官山 B2U VI 18750 R 3 ナ2、掻1 黒l、チl、頁1

109 代官山 B2U VI 18750 s 3 ナ2、Fl 頁3

109 代官山 B2U VI 18750 T 2 C2 粘1、チ1

109 代官山 B2U VI 18750 u 5 F4、Cl 黒5

109 代官山 B2U VI 18750 V 3 彫l、UFl、Fl 黒1、粘2

109 代官山 B2U VI 18750 w 5 RFl、C4 黒5

109 代官山 B2U VI 18750 X 6 
ナ1、掻1、UFl、

黒5、頁l
Fl、C2

1黒1 珪頁33、頁

北脊 ナ2、削l、リタッチ
10、、シ

L2L~ 

疑ふ頁土5ふlホ9~、i 砂即流L氾2l 閃5 火、111 南鍛治山
ll2じ
501 49700 9. 6X 15 192 1. 33 り 1、 炭化物集中

密集 ノ‘

11 l 南鍛冶山 ll2U 502 0.6X0.3 8 4 4 *,1 核2、F5、礫1 吐貞7、凝貞l

111 南鍛冶山 B2じ 503 8. 5X 10. 7 l4 0. Fl、礫13
黒］、 玄1、砂

炭化物集中
4、頁6

黒］、

111 南鍛冶山 B2U 701 1 9X4 60 89 F5、礫55 輝凝 珪旦
6、 硬砂19、
泥l、斑3

1]6 南為野
B!L~ 

＂ 
8125 l I ナ1 叫上貞1

JJ2M 
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出土 文化
調査 各 分布

石器 分布 分布 備考No. 遺跡名 面積 集中 範囲 器種組成 石材組成
層位 層

（ポ） No. (m) 
点数 密度 状態 （共伴遺構等）

BlL~ 
II -

楕円 黒15、黒頁50、珪
116 南慈野

B2M 
II 8425 2- l.5X2 81 27 

状
削l、F78、核2

頁9、チ7
S1 

116 南毬野
BlL~ 

II 8425 4 10 ナ1、掻l、礫8 黒1、珪頁1、安8
B2M 

116 南慈野
BlL~ 

＂ 
8425 5 1 礫l 安l

B2M 

116 南葛野
BlL~ 

＂ 
8425 ， 5 角l、RFl、F3 黒4、珪頁l

B2M 

116 南慈野
BlL~ 

II 8425 10 3 ナl、F2 黒2、チl
B2M 

BlL~ 
ナ7、削3、掻5、彫 黒141、黒頁2、珪

116 南募野
B2M 
II 8425 11 166 1、RF3、Fl34、核 頁2、凝頁6、チ11、

8、敲2、亜石器3 玄安3

BlL~ 
II -

中央
ナ3、掻4、彫1、

116 南慈野
B2M 
II 8425 11- 3X2. 2 121 18. 3 

密集
RF3、核6、敲l、

S1 F!OO 

BlL~ 
II -

ナl、RFl、核l、敲
116 南慈野 II 8425 11- l.lXl.6 22 12. 5 散漫

B2M 
S2 

1、Fl8

黒55、珪頁45、凝
頁15、頁90、緻黒

安38、チ13、結片
尖11、ナ10、角6、 l、凝153、安玄90、

116 南慈野
BlL~ 

＂ 
8425 12 735 

錐l、削7、掻2、円 シ56、安47、砂26、
B2M 形掻2、彫1、RF8、 玄19、玄安18、黒

F134、礫562 頁16、泥13、輝9、
閃7、火凝5、硬砂

4、ヒ3、細閃3、千
2、輝安2、浮凝l

BlL~ 
II -

密度 ナl、角l、削l、掻
116 南慈野

B2M ＂ 
8425 12- 3X7 44 2. 09 

渦い 2、RF3、核6、F30
Rl • R2 

S1 

BlL~ 
II - 小規

錐l、掻2、RF4、核
116 南慈野 II 8425 12- 2X2. 4 ， 1. 87 模に

B2M 
S2 散布

2、F4

BlL~ 
II -

ナ3、角1、削3、
116 南葛野

＂ 
8425 12- 4X4. 6 38 2. 06 R2 

B2M 
S3 

RF4、核2、F27

BlL~ 
II -

やや ナ2、角2、掻l、
116 南慈野

＂ 
8425 12- 3. 8X5 21 1. 1 R3 

B2M 
S4 

密 RFl、核6、F21

BlL~ 
II -

116 南総野
B2M 
II 8425 12- 3. 8X5 12 0. 63 密 ナ2、角l、RF2、F7

S5 

BlL~ 
掻1、RF3、UF!、 黒17、凝頁7、緻黒

116 南葛野
B2M ＂ 

8425 13 80 F20、核1、亜石器 安2、凝5、安40、 Rl ~4  

8、礫46 砂l、玄安8

116 南純野
BlL~ 

＂ 
8425 14 3 ナ1、彫1、礫1 黒2、安1

B2M 

角l、円形掻l、
黒2、珪頁12、凝頁

BlL~ RF3、F27、核2、磨
14、緻黒安l、チ5、

116 南葱野

＂ 
8425 15 110 凝l、凝7、頁4、安

B2M 石1、亜石器9、礫
52、砂1、玄安9、

66 
泥2

II -
掻1、RF2、

1 1 6 南葛野

＂ 
8425 15 1. 4X2 9. 64 散漫 Rl • R2 

B2M 
Sl 

F21 

116 南葛野
lllL~ 

84 2 5 16 l 礫1 土］
B2M 

120 川尻
B2UL~ 

V 4170 1 2. 5 X 1. 8 2. 集中
ナ］削］、 I）F2、核

貝8 礫他群に礫44点B2Mじ l、F3

120 川尻
ll2UL~ 

V 1170 4, 5 X 3 18 
削2、RFl、しF2、核

硬頁2細、凝凝1頁、珪13 、貞],1t A牙力＂
B2Ml; 2、F11 

120 川尻
BZUL~ 

V 4170 3 5 X 1. 4 L 33 
敲1、UFl、打

凝貞1、凝砂2、黒1第2号礫群
B2MU 痕礫l

120 川尻
B2UL~ 

4170 4 3 X2, 2コ86 ！合ナにふ1庄、を月。“ 磨の可 硬石細閃l凝、黒ふ1玄溶14、第3け礫群
B2Mじ : 9j乙 9土 プ-し窃'”的’‘o- F8 
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神奈川県における旧石器時代の遺物分布（その 7)

出土 文化
調査 各 分布

石器 分布 分布 備考
No. 遺跡名 面積 集中 範囲 器種組成 石材組成

層位 層
（ポ） No. (m) 

点数 密度 状態 （共伴遺構等）

120 川尻
B2UL~ 

V 4170 5 2 核l、Fl 硬細凝1、頁l
B2MU 

120 川尻
B2UL~ 

V 4170 6 2 F2 凝頁l、硬細凝l
B2MU 

283 根下
L2or 

I 角、ス、 F、核、磨 黒、安 礫群4
B2U 

槍l、角2、ナ5、 黒、中凝、珪頁、ガ

335 用田鳥居前 B2Ll~2 VI 1513 1 7.6X7.2 423 7. 73 集中
掻5、削22、敲8、 安、頁、斑、硬細

礫群1
F307、Ch50、礫器 凝、閃、細斑、安、
4、核18、不明1 流

ナ1、削2、礫器l、
硬細凝、ホ、黒、

336 惹原滝谷 B2L VI 1025 9.0X6.8 43 0. 70 散漫 ガ安、チ、砂、黒 礫群1
核2、RF4、F33

頁、珪頁

339 用田大河内 B2Ll VI 1144 1 5.5X4.l 
1 0. 04 やや

削l チ
礫群と同意

(71) (3. 15) 散漫 （ ）内礫を含む数

339 用田大河内 B2Ll VI 1144 2 3. 2X2. 2 
14 1. 99 やや

削l、Fll、核2 チ、黒、ガ安
礫群と同意

(62) (8. 81) 散漫 （ ）内礫を含む数

339 用田大河内 B2Ll VI 1144 3 5. 1 X2. 2 23 2. 05 散漫 ナl、Fl、Ch12、核2黒、ガ安

B2U2 ~ 
槍l、角16、ナ23、

339 用田大河内
B2Ll 
VI 1144 4 6. 7 X6. 5 862 19. 79 集中 彫1、掻6、削20、 黒、ガ安、チ

F520、Ch271、核4

339 用田大河内 B2U2 VI 1144 5 6. 7 X4. 1 57 2. 07 
やや ナ6、削2、F46、

ガ安、黒、細安 第1• 2号礫群
散漫 Ch2、核l

339 用田大河内 B2U2 VI 1144 6 1.6Xl.5 
4 1. 67 

散漫 掻2、F2 硬細凝、ガ安
礫群と同意

(24) (10) （ ）内礫を含む数

339 用田大河内 B2Ll VI 1144 7 2. 6X2. 4 
21 3. 37 やや

角l、削2、F17、磨l
硬細凝、ガ安、黒、 第1号炉址

(92) (14. 74) 散漫 安 （ ）礫を含む数

339 用田大河内 B2U2 VI 1144 8 2. 9 X2. 2 
74 11. 60 やや ナ2、F58、Ch2、敲 ガ安、黒、硬細凝、 第1~3号礫群（ ） 
(135) (21. 16) 散漫 6、核6 珪、安 礫を含む数

339 用田大河内
B2U2 ~ 

VI 1144 ， 1.7Xl.4 14 5. 88 散漫 Fll、磨2、核l 硬細凝、ホ、黒、
焼礫9点

B2Ll 富玄

339 
用田大河内 B2Ul ~ 

VI 1850 1 2. 1 X 1. 0 3 1. 43 散漫 角l、Chl、核l 黒
第 6次調査 B2U2 

339 
用田大河内 B2U2 ~ 

VI 2 3. 5X2. 7 10 0. 85 散漫
RFl、F3、Ch4、核 硬細凝、チ、中凝、

第 6次調査 B2Ll 1、敲l 黒

339 
用田大河内

B2U2 VI 3 1. 7 X 0. 8 1 (40) 
0. 74 
集中 Fl 黒

礫群と同意
第 6次調査 (29. 41) （ ）内礫を含む数

339 
用田大河内

B2U2 VI 4 1. 3 X 0. 2 
礫群と同意

第 6次調査 礫3点のみ

339 
用田大河内

B2U2 VI 5 4. 9X2. 9 13 0. 91 散漫
角l、円掻l、掻l、

硬細凝 礫群3
第 6次調査 削l、F4、Ch3、核2

339 
用田大河内

B2L③ VI 6 2. 3 X 1. 1 6 2. 37 散漫 F3、磨状石3 富玄、黒、硬細凝
第 6次調査

339 
用田大河内 B2Ll ~ 

VI 7 0. 6XO. 1 2 33. 33 磨状石2 富玄
磨石状石器2点の

第 6次調査 B2L③ み

B2U~ 
角4、ナ6、削6、掻 黒、硬細凝、ホ、

340 用田南原 VI 1194 1 8. 1 X4. 2 300 8. 82 密集 l、F188、Ch86、核 チ、ガ安、細安、中 礫群l基
B2Ll 

3、敲l、磨1 凝、粗凝、不明

B2U~ 
角1、ナ6、削2、

340 用田南原
B2Ll 
VI 1194 2 5.3X2.8 58 3. 91 F17、ChlO、核2、敲 黒、硬細凝、中凝

1 

363 芦蒲沢大谷 B21」 田 5910 I 2X2 0. 99 散漫
Fll、 状

黒］2、
礫2

北四
黒6、凝7、

363 塩浦沢大谷 ll2Lし Ill 5940 2 4. 3X3. 30 1. 99 状ス1礫、1 F 2 2 、核3 、磨 頁l、ホl2、 砂 l妙礫群
I 

363 幽浦沢大谷 ll2Lし Ill 5940 X3. l 11 l. l 散漫 Fll 黒10、ホl

363 晶＾茎荏湛コ十ケミ B2LU Ill 5940 4 3, 1 X 2, 3 8 l. 12 散浸 F8 黒6、凝1、チl 3妙礫群

角1、ナ9、

塁：2： 群5号・ 7号・ 11号礫363 四蒲沢大谷 ll2Lu Ill 5940 13. 7X8.6 124 L 05 なく R1、「3磨、状[JF礫3、2F96、核 頁7
分布

ナ1、ス1
烹 頁 8号礫群363 昌洲沢大谷 B2Lu ill 5940 6 1 X3, 2 42 2コ じF F20、 肌

状礫16
10 

濃
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No. 

363 

363 

363 

363 

363 

363 

363 

363 

363 

363 

364 

364 

367 

367 

367 

367 

367 

368 

368 

368 

369 

旧石器時代研究プロジェクトチーム

出土 文化
調査 各 分布

石器 分布 分布 備考
遺跡名 面積 集中 範囲 器種組成 石材組成

層位 層
（ポ） No. (m) 

点数 密度 状態 （共伴遺構等）

中央
菖蒲沢大谷 B2LU III 5940 7 2. 5Xl. 8 20 4. 44 密度 ナl、ス1、F18 黒5、安l、頁14 8号礫群

濃い

東側
ナl、UF3、F28、席 黒l、多安4、チl、

菖蒲沢大谷 B2LU III 5940 8 3. 5 X3. 2 36 3. 21 やや
状礫4 頁24

9号・ 10号礫群
集中

細長
菖蒲沢大谷 B2LU III 5940 ， 2. 3XO. 5 8 6. 95 い分 F8 黒8

布

菖蒲沢大谷 B2LU III 5940 10 2. 2X2 10 2. 27 散漫 UF2、F8 黒9、頁l

北側
角l、ナ4、ス1、 黒32、多安l、チ1、

菖蒲沢大谷 B2LU III 5940 11 3. 6X3 38 3.51 やや
F30、敲1、磨状礫l頁2、ホ2

14号礫群
集中

菖蒲沢大谷 B2LU III 5940 12 1. 7 X 0. 8 5 3. 67 散漫 F4、敲l 凝3、ホ2 16号礫群

北東

菖蒲沢大谷 B2LL w 5940 1 7.2X2.2 17 1. 07 方向 UFl、F4、磨状礫12黒2、凝1、ホ2、多
に長 安12
Vヽ

北西
ナ3、UF6、F84、核

菖蒲沢大谷 B2LL w 2 5. 1 X3. 6 94 5. 11 密度 黒93、凝1
濃い
1 

北西
菖蒲沢大谷 B2LL w 3 5. 3 X3. 2 25 1. 47 方向 ナ3、F20、核2 黒22、凝l、ホ2

長い

菖蒲沢大谷 B2LL w 4 5. 3X4. 5 30 1. 25 散漫
ナ2、ス2、UFl、

黒27、凝2、ホl
F24、核l

福田丙
B2LM III llOO 1 3. OX3. 0 106 11. 78 集中

ナ4(3)、F37、
黒104

ニノ区 C63、核1

福田丙
B2LM III 1100 2 l.6Xl.6 18 8. 2 疎ら F、C、核l、原材l 黒18 他に礫3点

ニノ区

吉岡x B2U~ 
V 41000 1 4. OX2. 0 13 1. 63 

削l、彫1、RF3、
黒13 礫群3、配石l

B2L UFl、削片1、F6

吉岡x B2U~ 
V 41000 2 1.0Xl.0 3 3. 00 ナl、核l、Fl 黒3 礫群3、配右l

B2L 

吉岡x B2U~ 
V 41000 3 4. OX2. 0 93 11. 63 集中

ナ5、彫2、穿孔器
黒93 礫群3、配石l

B2L （錐） 1、F85

吉岡x B2U~ 
V 41000 4 5. OX3. 0 63 4. 20 集中

ナ2、掻l、UFl、核 硬細凝1、ガ黒安 礫群3、配石l
B2L l、F58 62 礫群3と重複

吉岡x B2U~ 
V 41000 4外 2 楔1、Fl 硬細凝l、Fl 礫群3

B2L 

津久井城跡
B2LUU 4 1 3. 3X2. 2 7 0. 96 散漫

ナl、掻1、F2、核
黒l、中凝5、不明11号礫群

馬込地区 l、叩2

津久井城跡
B2LUU 4 2 7.2X5.7 24 0. 58 散漫

ナ1、角1、掻4、削 中凝11、黒9、閃l、
2号礫群

馬込地区 l、RF7、F9、核l チ2、石英l

津久井城跡
B2LUU 4 3 6X5. 7 25 0. 73 散漫 F20、核3、叩2 中凝25 3号礫群

馬込地区

藤沢椎名谷 4X3 以
ナ20、掻1、削3、 黒110、安106、凝

1~3号礫群
遺跡

B2 1 64 1 
上

228 19. 1 密集 RF9、UF4、Fl85、 5、頁2、流紋4、ホ
（礫299点）

核5、叩l 1 

※1 器種組成（ナ：ナイフ形石器、槍：槍先形尖頭器、掻：掻器、削：削器、彫：彫器、楔：楔形石器、叩：叩石、打斧：打製

石斧、磨斧：磨製石斧、台：台石、核：石核、刃：刃器、 MB:細石刃、 MC:細石刃核、調 F:調整剥片、磨状礫：刷石状

円礫、加：使用痕ある剥片、 RP:加工痕ある剥片、錐：揉錐器、ピエス：ビエスエスキーユ、スク：スクレイパー、切断：

切断剥）i
2 右材（ガ安：ガラス質黒色安11料、安：安山店、角閃安：角閃右安1廿告、粘：粘板岩、黒：黒論十、チ：チャート、砂：砂岩、

頁：頁岩、凝：凝灰岩、硬細凝：硬質細粒凝灰岩、畔凝：畔質凝灰岩、溶結凝：溶結凝灰岩、仁閃：仁英閃緑岩、花閃：

ィ臼岡閃緑岩、泥：泥岩、ホ：ホルンフェルス、畔泥：珪質泥岩、硬砂：硬質砂岩、斑：斑構店、珪只：珪質只岩45、

凝灰質貞岩、結片：結品片岩、安玄：安山店質玄武岩、玄安：玄武岩質安山店、火凝：火山礫凝灰岩．、ヒ：ヒン岩、細閃：

細粒閃緑岩、千：千枚岩、輝凝：輝緑凝灰岩、輝安：輝緑安山岩、浮凝：浮石凝灰岩、緑吐頁：緑色且質頁岩、シ：

ルト料、多安：多孔質安I［岩、玄溶：玄武料質溶岩、石閃：石英閃緑料、富ム：富士立武岩）
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